
の
豆
一
人
と
叫
ば
れ
し
は
、
何
れ
も
昭
肥
大
の
抱
負

t
確
た
る

根
捺
に
立
脚
し
安
心
立
命
を
蜘
質
仁
行
へ
ろ
大
偉
人
で
あ

る
o
然
る
に
現
今
の
枇
曾
獄
態
を
蓮
見
す
る
に
思
想
界
の

惑
刷
動
物
質
界
の
恐
怖
何
等
確
固
の
根
嬢
も
な
〈
堅
忍
不
抜

の
白
血
見
信
念
も
な
し
。

五
日
人
は
悌
教
界
の
一
人
’
と
し
て
闘
民
の
無
白
血
却
を
悲
ま

ざ
る
を
得
ゃ
。
第
二
の
国
家
を
荷
ひ
立
つ
可
き
吾
々
青
年

借
侶
は
、
須
ら
く
自
身
を
如
・
り
、
自
己
の
人
格
を
隼
重
し

自
己
の
自
己
に
非
令
し
て
、
岡
家
の
一
闘
民
で
あ

ち
、
一
肱
曾
の
一
員
で
あ
b
、
家
族
山
一
人
で
あ
り
、
我
が

一
言
一
行
、
直
に
一
家
族
、
一
世
曾
、
一
園
家
仁
影
響
を

有
す
る
、
大
な
る
自
己
な
る
を
自
費
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所

謂
自
己
は
車
な
る
自
己
じ
非
令
し
て
、
一
言
一
行
微
細
な

る
行
潟
も
謹
〈
大
な
’
り
と
せ
ば
確
然
た
る
白
血
H
t
、
大
な

る
問
想
抱
負
・
と
ぞ
以
て
重
大
な
る
天
職
を
完
う
せ
ん
事
を

希
望
し
℃
止
ま
ざ
る
な
b
o
終
り
o

虹
影

の

凝

視岡

修

観

此
の
釘
彰
の
凝
賊
は
大
正
九
年
十
一
月
十
三
日
大
崎
日
蓮
宗
大
事
巾

等
部
主
催
都
下
中
肇
校
雄
線
大
舎
に
出
演
ぜ
あ
原
稿
で
あ
る

高
山
幽
還
の
閉
じ
、
揚
々
た
る
盤
を
上
げ
、
爆
々
た
る

一
品
目
を
立
て
て
九
天
の
昼
よ
ち
落
つ
る
奔
瀧
の
、
其
の
沫
か

ム
現
れ
た
虹
影
は
、
人
間
不
断
の
、
努
力
の
影
で
有
b
ま

す。
父
秩
の
連
山
を
背
景

t
せ
る
、
代
々
木
ケ
原
に
銭
座
左

す
、
明
治
大
帝
の
英
震
は
、
我
等
七
千
高
同
胞

ω動
脈
仁

遁
ふ
て
、
五
日
人
不
断
の
カ
と
な
b
。
建
闘
の
大
本
を
物
語

っ
て
居
る
の
で
有
る
o

惟
ふ
じ
‘
金
銭
．
名
血
管
地
位
も
て
、
人
間
の
債
値
は
、

評
債
し
得
ぺ

3
も
の
で
は
、
有
り
ま
せ
ん
o
世
界
第
一
の

9
ツ
チ
マ
シ
で
有
る
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
色
、
途
い
仁
彼
の
生

命
を
、
永
九
日
砧
仁
購
求
す
る
、
黄
金
は
有
た
な
か
っ
た
の
で

有
る
o
彼
の
．
惨
虐
極
ま
れ
る
ル
イ
十
四
世
の
不
倫
の
名

春
は
、
建
仁
我
々
を
指
導
し
戚
化
す
ぺ
き
、
減
せ
ぎ
る
名
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春
で
は
無
か
っ
た
の
で
有
る
。

年
々
歳
々
花
相
似
た
り
、
年
々
歳
々
人
相
同
じ
か
ら
子
、

紅
顔
の
年
少
何
時
し
か
額
に
は
青
海
の
波
を
漂
は
ぜ
、
腰

に
は
あ
づ
き

ω弓
を
張
る
、
人
事
の
悲
哀
は
朝
露
の
消
ゆ

る
が
如
〈
、
心
有
る
者
の
等
し
〈
、
煉
傑
す
る
所
で
有
る

如
何
に
せ
ば
、
日
疋
の
如
き
、
大
苦
痛
よ
り
脆
す
る
事
が
出

来
る
の
で
あ
ら
う
か
0

・
：
：
・
天
地
自
然
の
運
行
は
、
吾
等

を
現
質
よ
b
容
赦
な
〈
、
測
し
去
る
の
で
有
る
o
器
削
た

る
生
気
も
、
何
時
し
か
消
え
失
せ
て
、
ひ
た
す
ら
、
厭
世

の
み
．
か
、
心
中
を
往
来
す
る
の
で
あ
る
o
日
曜
か
、
る
人

φ
が
増
え
た
な
ら
ば
、
結
局
世
界
は
、
如
何
に
な
る
の
で
有

ふ
か
。
粟
粒
の
様
な
此
の
日
本
国
は

d

忽
に
し
て
、
壊
滅

の
止

U
な
き
に
到
る
で
有
ら
ふ
o
世
界
の
前
途
も
亦
知
る

ぺ
き
で
有
る
0

・
：
然
し
而
し
、
詩
人
は
詩
人
カ

1
ラ
イ
Y

の

言
業
を
、
聞
か
ね
ば
な
b
ま
せ
ん
。

自
然
を
深
〈
堀
れ
よ
、
堀
っ
た
底
に
は
無
限
の
音
楽
が

鴫
い
て
居
る
o
今
吾
等
の
、
此
の
小
我
を
捨
て
、
大
我

に
混
入
す
る
の
時
、
恰
も
宇
宙
本
然
の
噴
き
に
共
鳴
し

て
、
天
然
法
爾
の
一
大
生
命
営
、
得
る
の
で
有
る
u

t
、
所
謂
大
九
九
る
自
然
の
流
れ
に
了
知
し
て
、
有
限
な
る

人
生
に
不
精
な
る
生
命
の
躍
動
を
、
見
出
す
の
で
有
ち
ま

す
o

F
ン
ア
の
戯
曲
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
に
の
彫
刻
、
皆
是
れ

自
然
の
流
に
外
な
ら
な
い
の
で
有
る
、
即
も
彼
等
は
、
大
我

に
合
致
し
て
．
審
美
の
霊
北
ん
に
裕
し
、
無
限
の
生
命
を
、

戯
曲
し
、
彫
刻
し
た
人
々
で
有
り
ま
す
。

瑞
雲
綬
縫

rる
大
内
山
の
一
角
に
武
装
せ
る
楠
会
の
銅

像
は
抑
も
、
我
等
に
何
を
物
語
っ
て
居
る
の
で
有
る
か
。
持

叉
香
煙
穣

ιqtし
て
、
断
え
ざ
る
、
高
輪
泉
岳
寺
の
地
下
に

安
ら
げ
〈
眠
れ
る
四
十
七
士
は
、
抑
も
我
等
に
、
何
を
物

語
っ
て
居
る
の
で
有
ら
ふ
か
。
岡
械
を
悌
ふ
鎧
の
執
し
ぐ

れ
涙
燥
か
空
間
朝
の
忠
臣
、
楠
会
の
謙
忠
は
、
我
等
の
肉
と

な
り
骨

t
な
っ
て
居
る
の
で
は
有
り
ま
せ
ん
か
、
彼
等
は

白
升
自
身
を
徹
底
的
に
、
透
見
し
た
も
の
で
有
り
ま
す
。

き
す
れ
ば
我
等
人
聞
は
、
白
骨
自
身
の
債
値
を
、
徹
底

的
に
知
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
巳
に
朽
ち
た
る
、
埋
木
の

如
き
も
の
で
有
る
o
自
然
は
人
生
の
破
滅
で
あ
b
．
窮
極

で
あ
9
、
而
ち
亦
人
生
を
し
て
、
紳
雲
に
し
高
向
に
し
且
つ

意
義
あ
ら
し
む
る
も
の
で
有
る
、
偉
大
な
る
哉
自
然
の
ク
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ラ
フ
ト
：
：
：
自
然
を
抱
擁
し
惇
従
し
て
、
永
遠
の
生
命
を

獲
た
と
て
、
売
と
力
が
無
っ
た
な
ら
ば
、
濁
々

t
流
れ
て

止
ま
ぬ
、
川
水
で
有
ち
ま
す
。
崇
高
な
る
人
格
者
に
は
、

光，
r
カ
を
、
自
然
が
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
、
崇
高
な
る
人
格

者
た
ら
ん
に
は
、
崇
高
な
る
人
格
者
に
、
同
化
せ
ざ
る
可

か
ら
十
。
所
謂
戚
性
よ
b
悟
性
へ
、
不
純
よ
ち
純
へ
、
不

信
よ
り
信
へ
、
入
っ
た
時
に
、
始
め
て
梓
得
す
る
事
が
出

来
る
、
唯
一
絶
侍
の
、
人
格
で
有
る
o
此
の

E
Lき
信
を

得
る
な
ら
ば
、
其
底
に
絶
大
の
戚
化
力
を
得
、
其
の
体
宇

宙
に
遁
〈
、
其
の
徳
宇
宙
に
・
売
も
生
無
〈
減
な

c，
常
住

永
遠
の
生
命
を
、
見
出
す
事
炉
、
出
来
る
の
で
有
り
ま
す

此
の
偉
大
な
る
人
格
者
は
抑
も
誰
ぞ
や
、
奔
濡
激
流
岩
を

噛
A
で
、
流
る
、
官
士
川
の
水
な
上
、
此
蕗
身
延
栖
紳
の

霊
相
に
在
す
、
日
蓮
大
型
一
人
其
の
人
で
有
り
ま
す
。

日
蓮
上
人
目

f
ベ
日
本
闘
の
有
無
は

H
蓮
に
依
h
て
定

ま
る
な
h

乙
t
、
大
獅
子
肌
せ
ら
れ
た
る
、
大
抱
負

E
大

慈
悲

t
は
、
有
史
以
来
未
に
且
っ
て
、
有
ら
ざ
る
事
で
有

り
ま
す
。

富
士
川
の
水
が
流
れ
て
、
大
平
洋

t
な
hJ
、
大
卒
詳
の

海
の
水
は
ロ
ン
ド
ン
、
ア
イ
ム
ス
河
の
水
に
、
接
鯛
し
て

い
る
限
b
、
日
還
の
霊
光
、
否
な
日
運
上
人
不
朽
の
生
命

は
、
世
界
人
類
の
血
液

t
洗
れ
、
高
有
の
上
に
、
恩
寵

t
‘

党
柴
t
ζ

を
、
並
奥
し
て
止
ま
ぬ
も
の
と
、
信
ゃ
る
の
で
有

e
h
v
o
 高

揚
の
諸
君
日
我
等
に
は
、
崇
高
な
る
人
格
者

t
、
持

ち
得
ら
る
、
素
質
が
有
り
ま
す
。
乞
願
〈
ば
、
緊
輝
一
番

闘
の
矯
め
、
人
類
の
持
に
、
震
界
の
偉
人
、

H
蓮
大
事
一
一
人

を
知
り
給
へ

o

以

上~l. － 
HU 

机

範

の

高

山

惑

忍

世
の
巾
に
皐
問
ほ
ど
有
盆
な
且
遠
大
な
も
の
は
な
い
。

座
し
て
宇
宙
高
物
の
異
相
を
知
・
3
千
高
年
後
に
生
れ
て
千

高
年
の
前
を
如
b
叉
千
高
年
後
を
も
推
究
す
る
ニ
と
が
出

来
る
、
’
』
れ
皆
皐
問
の
徳
で
あ
る
、
故
に
吾
々
が
世
に
蕗
し

て
釘
〈
に
是
非
’
と
も
な
（
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
、
世
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